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○令和 6年度 第 5回理事会を開催 

3 月 25 日、都漁連水産会館において理事

会を開催し、議案である「令和 6 年度決算見

込みについて」が可決されました。また、報

告事項として、「全漁連監査の結果について」、

「理事会・通常総会の日程について」ほか 4

件が報告されました。 

 また、理事会終了後には広域水産業再生委

員会が開催され、令和 7年度の漁船リース事

業対象候補者について決定されました。 

 

○一都三県キンメダイ資源管理実践推進漁

業者協議会を開催 

2 月 6 日、品川駅高輪口の TKP 会議室にお

いて、一都三県キンメダイ資源管理実践推進

漁業者協議会を開催しました。会議は水産庁

主催のキンメダイ資源管理に関する漁業者

代表部会と合同で開催され、一都三県の漁業

者や漁連職員、水産庁や一都三県の行政関係

者、オブザーバー参加の愛知県と三重県も含

め 84 名が出席しました。 

会議では、最初に水産庁から令和６年度の

キンメダイの資源評価結果やキンメダイ資

源管理の現況について説明があり、その後、

各都県の実践方法や自主管理の取組内容、食

害対策、底刺し網対策、まき網対策等につい

て説明や質疑応答が行われました。 

キンメダイの TAC 化については、水産庁か

ら、ステークホルダー会議の開催は未定であ

ること、TAC 化を強引に進めることは決して

しないという旨の説明がありました。 

 

○太平洋クロマグロの漁獲枠が拡大 

太平洋クロマグロの漁獲可能量の東京都

配分が発表され、東京都への配分が、小型魚

が前年比 1.8 倍、大型魚が 3.3 倍と大幅増と

なりました。島しょ地域においてはこれまで、 

漁業者全員の努力によりクロマグロの漁

獲枠を適切に管理し、漁獲枠を確実に消化し

てきており、こういった状況が考慮され今回

の大幅増につながったと考えられます。 

 

〇父島地域水産業再生委員会が浜プラン全

漁連会長賞を受賞 

  3 月 10 日、農林水産省において浜の活力

再生プラン優良事例表彰式が行われ、父島地

域水産業再生委員会が全漁連会長賞を受賞

しました。 

 大型魚用の木製魚箱の返却・再利用「魚箱

Re-use システム」の構築、魚種ごとに鮮度保

持の方法検証、ソデイカ加工品の開発、ソデ

イカ専用の縦縄道具の導入等、浜プランの取

組が高く評価されました。 

 

〇通常総会開催 

 12 月決算の組合が通常総会を開催しまし

た。海洋環境変化などによる漁獲量の減少や

高騰が続く電気料金等、組合の経営は大きな

影響を受けています。 

◆開催期日： 

3 月 13 日 神津島  3 月 19 日 新島加工 

3 月 21 日 小笠原島  3 月 18 日 利島村 

3 月 1 日  元町    3 月 28 日 三宅島 

 3 月 28 日 にいじま 

 

○都漁連人事異動（令和 7年 4月 1日付） 

＜派遣職員の異動＞ 

・指導室長 桑山隆実 （東京都から派遣）  

＜人事異動＞ 

・総務課課長代理 加瀬谷 直子（昇任） 

・指導室主任 羽住優太（昇任） 

・指導室主任 𠮷井和将 

・販売課課長代理 吉田 淳子（昇任） 

・販売課主任 柿崎 敢（新規採用） 

・販売課課長代理 宮本 安弘（再任用） 
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○JF 共水連発行誌「命の声」（第 3号）に三

宅島が登場 

 先月、JF 共水連「命の声」第 3 号が発行さ

れ、関組合長や漁協職員の福本さんが登場し

ています。詳しくは下記リンク先へ。 

「命の声 HP」   「ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ動画」 

 

 

○東京産水産物の販路開拓への取組を実施 

【シンガポール】 

10 月に開催された ASEAN 市場最大級の日

本食に特化した販売促進イベント（FOOD 

JAPAN 2024）に参加し、都産の魚の PR 等を

行いました。商談を行った方から高い評価を

いただき、12月より現地飲食店と取引が開始

されました。 

 
 

 
【サウジアラビア・ドバイ】 

 2 月にアラブ首長国連邦（UAE）のドバイで

開催された中東最大級の食品見本市「Gul 

food 2025」に参加しました。その際、現在

取り組んでいる活〆について講習会をも併

せて開催しました。参加者からは高い評価を

受け、現地との取引も進んでいます。 

 

 
【国内】 

 海外だけでなく、国内向けの販促活動とし

て、3月に関西調理師会大京会及び古萌会主

催のイベントにおいて、都内日本料理店の料

理長向けに東京都の魚及びその鮮度を維持

するための活〆の取組について PR しました。 
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○流通センター取扱実績報告（1－3 月期） 

 

1 - 3 月期 令和 6年度 令和 5年度 備 考 

魚種 
取扱 

数量 

（㌧） 

金額 

（百万円） 
 (税込） 

単価 

(円) 

（Ａ） 

取扱 

数量 

（㌧） 

金額 
（百万円） 

 (税込） 

単価 

(円) 

（Ｂ） 

前年差(円) 
A-B=C 

単価前年比（%) 
A/B*100 

キンメダイ 70.1 135.1 1,927 36.1 81.0 2,243 
-316 

85.9 

メ  ダ  イ 1.9 1.1 578 0.9 0.7 777 
-199 

74.4 

キ  ハ  ダ 44.7 28.0 626 16.3 14.0 858 
-232 

73.0 

オ  ナ  ガ 12.6 21.2 1,682 7.6 14.0 1,842 
-160 

91.3 

ム    ツ 0.8 3.8 4,750 1.1 4.1 3,727 
1,023 

127.4 

そ  の  他 78.1 150.4 1,925 65.8 132.6 2,015 
-90 

95.5 

合 計 208.2 339.6 － 127.8 246.4 － － 

                                                                                                      

魚種 

令和 6 年度 

4－3 月 

数量（t） 
金額(百万円・

税込み） 
単価（円/kg） 

キ ン メダ イ 411.1 743.9 1,809 

メ  ダ  イ 34.6 20.1 580 

キ  ハ  ダ 80.2 53.0 661 

オ  ナ  ガ 83.4 133.1 1,596 

ム    ツ 10.6 27.5 2,590 

そ  の  他 346.2 344.9 996 

合 計 966.1 1322.5 1,369 

 

≪編集・発行≫ 都漁連指導室 

 ＴＥＬ ０３－３４５８－４２３６ 

 e-mail ｓｈｉｄｏｏ＠ｔｏｋｙｏ-ｇｙｏｒｅｎ.ｏｒ.ｊｐ 


